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研究要旨：シェーグレン症候群（以下SS）患者において、HTLV-1キャリアが多い地域
では抗HTLV-I抗体の陽性率が高いことも疫学的に知られている。しかし、抗HTLV-I抗
体SSに対する診療の手引きは無く、診断および治療についての具体策は無い。今回その
作成に向けた施策案を作成した。 
現在、SS患者がHTLV-1陽性である場合の診療に特別な配慮が必要であるか否かについ
て、関節リウマチQ&Aとの整合性を含めて検討中である。今後さらにエビデンスを積み
重ね、将来的には診療ガイドラインの作成を目指したい。 

 
 
  Ａ．研究目的 

 ヒトT細胞白血病ウイルスI型はHTLV-I関連脊
髄症（HAM）や成人T細胞白血病を起こすが、シ
ェーグレン症候群（SS）との関連も指摘されてい
る。 
 
  Ｂ．研究方法 
現在、SS患者が抗HTLV-I抗体陽性である場合、有
用な診療の手引きが無いため、すでに関節リウマ
チで示されている診療指針を参考とし手引きを作
成。 
（倫理面への配慮） 
これらの研究は長崎大学病院臨床研究倫理委員会
の承認を得ている。 
 
  Ｃ．研究結果 
HTLV-Iについての一般的な説明を行い、SSと
HTLV-Iとの関連を述べる。Q&Aを作成し、抗
HTLV-I抗体陽性 SSにおける特徴的な所見を記載
する。最後に、診療のフローチャートを作成。 
 
Ｄ．考察 
現時点で、SS診療開始時に抗HTLV-I抗体を測定の
必要性を示すエビデンスは無い。フローチャート
を用いて、抗HTLV-I抗体測定の有無を確認し、陽
性であれば、HAM、ATLおよびHTLV-I関連ぶどう
膜炎の有無を確認の上、フォローアップを行う。 
腺症状のみの場合、補充療法を行い、腺外症状合
併の場合はステロイド投与を考慮する。 
 
Ｅ．結論  
現時点でSS診療における抗HTLV-I抗体測定の必
要性は明らかではないが、キャリアの場合HAMや
ATLの発症の可能性もあるため、これらを考慮し
た手引き完成を目標としている。 
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